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資料１ 昨年度のふりかえり
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令和２年度 桑名市地域公共交通会議

地域の状況や利用者のニーズに合ったルートの検討

➣第１回 令和２年10月１日開催（書面）
・令和２年８月30日に桑名駅自由通路の供用開始に合わせ、暫定桑名
駅西口広場の変更に伴い、広場ロータリー内にバス停新設【東部ルート：令
和２年11月16日改正】

➣第２回 令和２年12月24日開催
・「神馬の湯」開業に伴い、神馬の湯に乗り入れ【北部・多度ルート：令和３
年３月22日改正】
・適切な時間設定により、運転手の慢性的な連続運転、長時間運転を解消
し、労働改善を行う【北部ルート：令和３年３月22日改正】
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昨年度のふりかえり 資料１

(単位：人、%)

令和２年度ルート別利用状況 【令和元年・２年度比較（前年同期比）】
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(デマンド)令和元年度 令和２年度

ルート 東部 西部北 西部南 南部東・西 北部 多度 長島
長島

(デマンド)
合計 運行日数

令和元年度 26,693 22,227 20,097 17,551 26,446 8,582 10,225 96 131,917 309

令和２年度 13,986 17,369 16,411 10,636 17,271 6,345 7,974 53 90,045 308

対前年比 52.4 78.15 81.66 60.61 65.31 73.94 77.99 55.21 68.26 -

(参考)

R3年度6月まで
3,670 4,562 4,096 2,737 4,503 1,681 1,999 14 23,262 78
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資料２ 市が抱える課題について
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市が抱える課題について 資料２

令和２年度収支状況（令和元年度比較）
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市が抱える課題について 資料２

市の構造的な課題と交通のスマート化の必要性



現在の交通サービス

利用者

モード毎のサービスに個別に検索・予約・決済

出発地 目的地

バス 鉄道

タクシー、カーシェア、シェアサイクル等

出発地

出発地から目的地までの移動を一つのサービスとすることに加え、サービスの移動も可能

ＭａａＳによるサービスイメージ

目的地

バス 鉄道 タクシー、カーシェア、シェアサイクル等

飲食店
検索・予約

クーポン

オンライン
診療

移動販売

次世代モビリティetc

・・・etc

利用者

観光案内

自動運転 AIデマンド
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桑名市が目指す交通

市が抱える課題について 資料２
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資料３ 協議事項



資料３
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①桑名市コミュニティバスの路線変更に向けて

【中部地区の公共交通の状況（令和２年度）】
●鉄道（中小民鉄）

⇨ 輸送人員、運送収入は、１０月には対令和元年比８割程度まで回復したが、その後は
緩やかな減少傾向。

●乗合バス
⇨ 輸送人員、運送収入は、１０月に対令和元年比８割程度まで回復したが、その後は

緩やかな減少傾向。

●高速バス
⇨ 輸送人員、運送収入は、５月に対令和元年比で１割未満まで落ち込み、その後の回

復も鈍く、令和２年度を通じて極めて厳しい状況。

●貸切バス
⇨ 輸送人員、運送収入は、５月に対令和元年比１割程度まで減少し、一旦回復傾向

も見られたものの、令和２年度を通じて非常に厳しい状況。

●タクシー
⇨ 輸送人員、運送収入は、１０月に対令和元年比７割程度まで回復するも、その後再

び減少して年明け後は５割程度で停滞しており、非常に厳しい状況。

（参考）中部運輸局「令和３年５月13日記者発表資料」



資料３

10

①桑名市コミュニティバスの路線変更に向けて

【桑名市内公共交通事業者の現状】

・人口減少・高齢化社会等による厳しい経営
状況に加え、新型コロナウイルス感染症の影
響により、過去に例を見ない規模で移動・輸
送需要が減少・変化しており、事業継続が危
ぶまれるような極めて経営悪化に陥っている。

・移動需要の急減により、持続可能な運行が
危ぶまれる公共交通の維持確保と感染防止
対策の徹底による安全・安心の確保に取り組
んでいる。

・「新しい生活様式」による公共交通に頼らな
い生活へ移行していく兆候があり、公共交通
利用者数はコロナ禍前と同等の状態に戻らな
い可能性がある。人々の生活意識・行動の変
化等に的確に対応しながら、今後の新たな
ニーズも見据えて進化させていくことが求められ
ている。
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資料３
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①桑名市コミュニティバスの路線変更に向けて

南部東ルート
・運行本数の増加
・第１便の始発が
遅い
・福地・福岡（城
南）への延伸

Ｋ－バス各地域の要望・状況

北部ルート
・長時間乗車
・桑名市総合医療センターへの乗り入れ本数・
時間西部北ルート

・桑名市総合医療センター、 神馬の
湯への直接乗り入れ
・陽だまりの丘（大山田）、嘉例川
（七和）への延伸・バス停増設
・11/1～ヨナハ丘の上病院開業予定

長島ルート
・運行本数の増加
・東部、南部東ルートとの接続本数・時間

多度ルート
・運行本数の増加 ・北部ルートとの接続本数

西部南ルート
・桑名市総合医療センターへの直接
乗り入れ
・桑名南ハイツ（桑部）、赤尾台
（久米）、増田（在良）への延伸・
バス停増設
・11/1～ヨナハ丘の上病院開業予定

南部西ルート
・運行本数の増加 ・ヨナハ総合病院移転

東部ルート
・長時間乗車
・桑名市総合医療センターへ
の乗り入れ本数・時間
・住吉エリアへの運行本数の
増加・延伸

全体
・フリー区間の増設
・障がい者割引運賃の設定



資料３
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①桑名市コミュニティバスの路線変更に向けて

【桑名市コミュニティバスの目的】
・移動支援（高齢者・交通弱者等の地域内移動の支援）
・地域の活性化（人流促進、地域経済の活性化）
・利便性の向上（基幹交通（鉄道・バス）への接続、交通空白地の解消）
・環境（道路交通混雑の緩和）

【桑名市コミュニティバスの現状課題】
・移動ニーズの多様化（買い物、通院、通勤、通学、観光等）
・運行本数、速達性の水準が低い
・受益者負担と行政負担の調和
・少子高齢化や運転免許証返納による移動手段確保の需要は、増加傾向

【桑名市コミュニティバスの今後の方向性】
・コミュニティバスはまちの活性化に必要不可欠な要素であるという前提のもと、基幹交通を
補完する支線として位置付け、持続可能なコミュニティバスの運行を実現できるようにして
いく。

・引き続き行政と交通事業者、市民等が連携・協力して、日常の暮らしに直結する移動
手段の維持確保を図り、また、将来にわたり持続可能な市内公共交通ネットワークを検
討する。



資料３
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①桑名市コミュニティバスの路線変更に向けて

【路線変更に向けたスケジュール】

・北部ルート上で工事予定

（工事予定期間）
令和４年８月～令和７年２月

⇩
運行ダイヤが長期間変わることから、
ダイヤ変更・路線の見直しを行う。
併せて全体的にルートの見直しを行
う。

「くわのみ」バス停

「北部老人福祉センター」バス停

通行止め区間
（バスルート）

【位置図】

【路線変更の内容】
・コミュニティバスは基幹交通の補完的役割という位置付けのもと、交通空白地を
解消していく。

・既存の公共交通機関とのシームレスな接続を図り、域内移動の利便性を高める。



資料３
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①桑名市コミュニティバスの路線変更に向けて



地方創生臨時交付金の活用を予定。
予算：１７,１８０千円（令和３年６月桑名市議会で予算議決）

コミュニティバスからの代替可能性及び基幹交通とのシームレスな接続、新型コロナ感染症対策
(密回避等)の実効性の検証を目的として、AI活用型オンデマンドバスの実証実験を実施。

②令和３年度ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験について
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資料３

①桑名市が抱えるコミュニティバスの諸課題（高齢者・交通弱者の移動手段の確保、運行の効
率化等）、社会課題（交通事業者の人手不足・高齢化、運転免許証返納者の増加等）へ
の対応、解決に向けた取り組みが求められている。

②コロナ禍により、地域で生活する時間が増え、生活圏内を行きたい時に行きたいところへ安心
してストレスなく移動できるサービスが求められており、社会情勢の急速な変化に対応すべく新た
な技術を活用した移動サービスの検討が必要と考えられる。

経 緯

目 的

財 源



②令和３年度ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験について
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資料３

➣実施時期 ➣実施エリア
令和４年１月１１日（火）以降 コミュニティバス西部南ルート

➣実施期間 ➣乗降ポイント
１カ月間（日曜日は運休） エリア内において、７０箇所程度

➣運行時間 （コミュニティバスのバス停含む）
コミュニティバスの運行時間を基準 ➣運行事業者

➣運賃 市内交通事業者
無料 ➣配車システム等提供事業者

プロポーザル公募中（8月末決定予定）
今回の実証実験では、利用予約に応じた「最適な配車・ルート」を人に代わりＡＩが計算し、利用者はアプリま
たは電話で予約が可能。

実証実験の概要（予定）

実証予定エリア（桑名市南西部） 既存コミバスエリア内を想定（橙色部分）



②令和３年度ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験について
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資料３

AI活用型オンデマンドバスのメリット・デメリット
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資料４ 報告事項
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令和元年度 令和２年度

自動運転実証実験

桑名市役所↔
桑名駅のルート
にて県内で初め
て自動運転の実
証実験を実施

自動運転実証実験

大山田団地での
バス路線維持を
想定した実証実
験を実施

自動運転シンポジウム

経産省・国交
省主催の自動
運転シンポジウ
ムをNTNシティ
ホールで開催

次世代モビリティ体験会

自動運転実証実験
の開催と併せて、県と
共同でグリスロ等の
次世代モビリティ体験
会を開催

・本市では、持続可能な移動手段の確保を目指して、令和元年度から自動運転の技術検証と社会受容性
醸成を目的とした実証実験を実施してきた。
・令和3年度は、乗用車タイプの車両を活用した実証実験を実施し、得られた技術面や事業性の課題等を
整理していく予定。

経 緯

①令和３年度自動運転実証実験について 資料４



②次期選挙期日前投票者へのコミュニティバス運賃無料について
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資料４

令和２年１１月２９日に実施された桑名市長選挙において、投票率の向上を図る取組の
中の一つとして、選挙をより身近に感じ気軽に投票所へ行けるよう移動支援を目的として、期日
前投票所にコミュニティバスを利用していただいた場合に運賃を無料にしました。６日間で１１件
の利用がありました。今年度予定されている選挙においても引き続いて同様な取組を実施し、投
票率の向上に努めていきたいと考えています。

経 緯

昨年度の桑名市広報記事(抜粋)



③バス停留所安全性確保対策実施状況について
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資料４

令和元年12月13日付けで国土交通省自動車局長から各地方運輸局長あて、「路線定期運行を行う一般乗合旅客

自動車運送事業の停留所の安全性確保対策について」の通達が発出され、乗合バス事業者及び関係行政機関等と共
に、バス停留所の実態把握及び安全性確保対策を講じることとなった。「三重県バス停留所安全性確保合同検討会」に
おいて、対象となるバス停留所の安全性確保に向けて検討を重ねている。

経 緯

判定基準

No バス停留所名 所在地 判定結果 移設後運用開始日

1
八間通

（寺町向き）
桑名市八間通42先 C R3.3.24

2
今中町

（六華苑向き）
桑名市今北町53先 C R3.3.22

3
大成町

（新西方向き）
桑名市大字北別所1178-3先 B R3.5.10

4
大成町

（桑名駅向き）
桑名市大字北別所1178-3先 B R3.5.10

5
天神ヶ丘

（新西方向き）
桑名市大字北別所1197-1先 B R3.6.21

6
坂井橋南

（正和台向き）
桑名市大字坂井437-9先 C R3.3.22

7
桑部

（志知向き）
桑名市大字桑部830-6先 C R3.3.22

8
桑部

（西別所向き）
桑名市大字桑部830-6先 C R3.3.22

9
滝ケ橋

（多度駅前向き）
桑名市多度町古野 33-2 C R3.3.22

10
滝ケ橋

（前山向き）
桑名市多度町古野 33-2 C R3.3.22

11
北猪飼

（多度駅前向き）
桑名市多度町北猪飼531 C R3.3.22

12
北猪飼

（前山向き）
桑名市多度町北猪飼531 C R3.3.22

該当バス停：桑名市コミュニティバス停留所12カ所/三重県内125カ所

解
消
済


